
1 重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法
満期保有有価証券…償却原価法（定額法）によっている。

(2) 固定資産の減価償却の方法
構築物、船舶、車両運搬具、什器備品等…定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準
退職給付引当金…期末退職給付の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。
貸倒引当金…貸倒実績率により計上している。
賞与引当金…期末在職職員に対して、翌期に支払う賞与のうち当期の労務提供に対応

(4) 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

2 会計方針の変更
なし

3 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

 

(単位：円)

500,000

当期末残高

　　　　　　　　　する金額を計上している。

4,500,000什器購入引当預金 4,000,000 1,000,000

46,010,869

基本財産 　 　 　

財務諸表に対する注記

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額

205,900,000

国債、静岡県債 159,857,803 31,328

　

定期預金 46,042,197 31,328

1,400,000

特定資産 　 　 　

159,889,131

基本財産計 205,900,000 31,328 31,328

20,000,000

水路標識杭引当預金 5,000,000 7,000,000 9,000,000

　

退職給付引当預金 1,160,000 240,000

64,531,328

特定資産計 35,160,000 58,240,000 64,500,000

3,000,000

大規模修繕引当預金 25,000,000 50,000,000 55,000,000

28,900,000

234,800,000合　　　計 241,060,000 58,271,328



4 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

5 担保に供している資産
該当なし

6 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)

(単位：円)

電話加入権 175,324 0 175,324

船舶 7,099,589 7,099,587

　

科　　　目 当期末残高
(うち指定正味
財産からの充当
額)

(うち一般正味
財産からの充当
額)

(0)定期預金 46,010,869 (45,810,869) (200,000)

(うち負債に対応
する額)

基本財産 　 　 　

(0)

特定資産 　 　 　 　

基本財産計 205,900,000 (205,700,000) (200,000)

(1,400,000)

水路標識杭引当預金 3,000,000 (0) (3,000,000) (0)

退職給付引当預金 1,400,000 (0) (0)

特定資産計 28,900,000 (0) (27,500,000)

(0)大規模修繕引当預金 20,000,000 (0) (20,000,000)

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

(1,400,000)

合　　　計 234,800,000 (205,700,000) (27,700,000) (1,400,000)

3,080,639 1,727,045 1,353,594

構築物 1,524,371,591 630,670,645 893,700,946

2

プログラム開発 8,383,578 2,147,368 6,236,210

什器備品 4,584,348 2,545,918 2,038,430

合　　　計 1,547,705,069 644,190,563 903,514,506

国債、静岡県債 159,889,131 (159,889,131) (0) (0)

出資金 10,000 0 10,000

什器購入引当預金 4,500,000 (4,500,000) (0)(0)

車両運搬具



7 債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

　

　

8 保証債務等の偶発債務
該当なし

9 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

野村

大和

静銀

浜信

10 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
なし

11 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

　

　

12 関連当事者との取引の内容
該当なし

13 重要な後発事象
該当なし

(単位：円)

(単位：円)

(単位：円)

内　　　　　容 金　　額

経常収益への振替額

基本財産受取利息計上による振替額

通航届出業務受託収入 3,993,664 0 3,993,664

科　　　目 債権金額
貸倒引当金の
当期末残高

債権の
当期末残高

係船利用料 3,352,861 1,185,859 2,167,002

未収金

合　　　計 11,380,325 1,185,859 10,194,466

係船管理業務受託収入 4,033,800 0 4,033,800

344,269

国債、静岡県債

科　　　目 帳簿価額 時価 評価損益

602,152

減価償却費計上による振替額 733,106

経常外収益への振替額

合　　　計 159,889,131 160,233,400

合　　　　　計 1,335,258

第109回利付国債(5年) 59,897,850 60,078,000 180,150

第93回利付国債(5年) 49,996,456 50,170,400 173,944

20,000,000

29,985,000 -15,000

5,175第119回利付国債(5年)

静岡県公募公債(5年) 30,000,000

19,994,825




